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平成２７年度ユネスコスクール年次報告書 

 

報告期間：平成２７年４月～平成２８年３月 

 

 

 １．学校概要  

 

学校名  宮城県大河原町立金ヶ瀬中学校                       

  種 別 □保育園・幼稚園  □小学校     □小中一貫教育 

      ●中学校      □中高一貫教育  □高等学校  

      □教員養成     □技術/職業教育 

      □特別支援学校   □その他（         ） 

  所在地 〒981－1224 

       宮城県柴田郡大河原町金ヶ瀬字原７４                              

  E-mail  kinchu@town.ogawara.miyagi.jp                      

  Website  http://www.town.ogawara.miyagi.jp/kanachu/                     

  児童生徒数  男子 59 名   女子 45 名  合計 104 名 

        児童・生徒の年齢 13 歳～ 15 歳 

 

 ２．実施活動（複数選択可） 

 

  □ 地球規模の問題に対する国連システムの理解 

 □ 国際理解 

 □ 世界遺産 

□ 平和・人権 

□ 環境 

□ 気候変動  

□ 生物多様性 

□ エネルギー 

● 防災 

□ 食育 

● 伝統文化 

□ そのほか（         ） 
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 ３．活動内容  

 

（１）１年間の主な活動内容について記載願います。 

 

５月１３日～１０月初旬  農業体験（田植え・稲刈り・脱穀） 1 年生 

   ○キャリア教育の一環として、学校支援組織（金未来隊）の方の田んぼを

借りて農業体験をさせてもらっている。農業を一つの職業としてとらえ、

農業が社会生活を支えているという観点から職業観までの幅広い話を聞

ける体験となった。 

 

６月 ４日  救命救急講習会 ２年生 

   ○災害による負傷者の救護を目的に、地域の消防署に所属する救命救急士

を招き、救命救急講習を受講した。保健の学習内容にも関連づけて行っ

た。 

 

６月３０日  地域防災訓練（行政区長，地域住民の協力で実施） 全学年 

   ○全校生徒が地震発生を想定して，それぞれの一時避難場所に集合。行政

区長から非常時の防災体制や中学生に望むことなどの話をもらった。 

○一時避難場所から指定避難所の中学校へ移動する際の避難経路と予想さ

れる危険箇所や非常時に役に立つ場所をチェックする。 

○地区毎に調べてきた危険箇所等を「災害時に役立つ防災マップ」として

まとめる。 

○まとめたものを生徒が文化祭で地域の人々に発表し，防災マップは学校 

掲示している。 

 

７月 ３日 「閖上見学から中学生にできることを考えよう」  全学年 

   ○震災で被害にあった宮城県名取市「閖上地区」の見学を行い，震災の様 

子を目で見て、肌で感じさせる。現地で震災を後世に伝えようとしてい 

る方々の話を聞き自分の生き方や中学生にできることを考えさせる。 

  

１１月２４日 堤神楽講習会（町の重要無形文化財） 全学年 

   ○小学校から行っている堤神楽を中学校でも継続して練習した。 

    地域の伝統文化を継承するために、地元「堤神楽保存会」の方に直接指

導を受けた。 

     
１年農業体験（田植え）         １年農業体験（田植え後の話） 
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救命救急講習会 ２年生         救命救急講習会 ２年生 

 

    
地域防災訓練 全学年          地域防災訓練 全学年 

 

    
閖上見学から中学生にできることを考えよう  全学年 

 

    
堤神楽講習会（町の重要無形文化財） 全学年 
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（２）活動時間について（下記から選択して下さい。） 

 

● 通常の授業時間を使用（総合的な学習の時間を含む） 

□ 時間外活動の時間を使用 

□ ユネスコクラブの活動として実施 

□ その他（                           ） 

 


